
実施する学力向上策
【時期・頻度】

重点的に育成する
資質・能力

① 今年度の目標と学力向上策

基礎学力の定着を図るために繰り返し実行する力

①授業内での反復（解く・書く・説明する）の機会を意図的に増やし、基礎的・基本的な知識及び技能の確実な定着を図
る。【毎時間】
②「なぜ・どのように」を問う発問や説明活動を繰り返し設定し、思考力・判断力・表現力を活用する授業改善を推進す
る。【毎時間】
③授業と家庭学習を連動させた学習の繰り返しを習慣化するとともに、定期テスト前の計画表づくりを通して、学習習
慣の確立を図る。【毎時間】
④「分かった・できた」という成功体験を授業内で繰り返し積み重ね、教科好きの割合向上を図る（教科好き大作戦の
推進）。【毎時間】

⇓

評価（※）

B

（変更なし）

学力向上策の
実施状況

学力向上策①～④を実施することができている。特に国語と数学に関しては、思考力・判断力・表現力を向
上できるよう授業改善を行っていく。

⇓

③

学力向上策の
見直し

中間評価さいたま市学習状況調査結果の分析④

特徴的な結果

結果から考えられる
児童生徒の実態

⇓

評価（※）

今年度の成果と
次年度の課題

⑤

⇓

年度末評価

学力向上策の
実施状況

特徴的な結果

・国語は、昨年度と比較すると知識・技能をみとる問題に改善がみられたが、思考・判断・表現の項目に課題がある。
・数学は、昨年度と比較すると思考・判断・表現をみとる問題に課題がみられた。

全国学力・学習状況調査結果の分析②

結果から考えられる
児童生徒の実態

・国語は、知識・技能の「情報の扱い方に関する事項」、思考力・判断力・表現力の「話すこと・聞くこと」に課題がみられる。
・数学は、「数と式」の領域に改善がみられたが、「図形」と「関数」の領域には課題がみられた。
・「国語の勉強が好きだ」という質問について、「当てはまる」「どちらかというと当てはまる」と回答した生徒の割合が高く意欲的
に学習している。
・「英語の勉強が好きだ」という質問について、「当てはまる」と回答した生徒の割合が前回の調査よりも増加している。

※評価 Ａ ８割以上（達成） Ｂ ６割以上（おおむね達成） Ｃ ６割未満（あと一歩）

令和８年度版「学力向上ポートフォリオ（学校版）」【慈恩寺中学校】

※評価 Ａ ８割以上（達成） Ｂ ６割以上（おおむね達成） Ｃ ６割未満（あと一歩）


